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第１章 点検・評価制度の概要 

 

１. 点検・評価の目的 

 恵那市教育委員会では、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条の

規定に基づき、教育委員会の主要な施策や事務事業の取組状況について点検及び評価

を行い、課題や取組の方向性を明らかにすることにより、効果的な教育行政の一層の

推進を図るものです。 

 また、点検及び評価の結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表することにより、市民への説明責任を果たし、市民に信頼される教育行政を

推進いたします。 

 

 

 【参考】 地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

  第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規程により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定に

より事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況に

ついて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提

出するとともに、公表しなければならない。 

  ２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

 

 

２. 点検・評価の対象 

 教育委員会は、「恵那市教育委員会点検評価実施要領」（平成２１年４月１日決裁）

に基づき、令和３年度の教育委員会の事務事業等について、次の内容の点検・評価を

実施しました。 

（１） 教育委員会の活動状況に関する事項 

 ア 教育委員会の会議の実施状況 

 イ 教育委員会の調査活動の状況 

（２） 事務事業の執行状況に関する事項 

 ア 主要施策の執行状況 

 イ 主要施策の執行による成果 

（３） その他教育委員会が必要と認める事項 
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３. 点検・評価の方法 

 点検及び評価にあたっては、次の評定基準により、達成度についてその評価を行っ

ております。 

評定区分 評    定 

Ａ  目標を大きく上回る実績 

Ｂ  目標をやや上回る実績 

Ｃ  目標どおりの実績 

Ｄ  目標をやや下回る実績 

Ｅ  目標を大きく下回る実績 

 

 なお、地教行法第２６条第２項に規定されている「教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用」については、「恵那市教育委員会点検評価実施要領」に基づき、評価

委員会を設置し、評定結果に対する意見の聴取を行いました。 
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第２章 教育委員会の活動状況に関する事項の点検及び評価 

 

 実   績 内 容 ・ 成 果 ・ 課 題 

 

教育委員会会議

の実施状況 

 

開催回数 

    定例会議  12回 （12回） 

   臨時会議   １回 （４回） 

   書面表決  ０回 （２回） 

 

審議件数 

   議案    26件 （34件） 

   うち可決したもの 

         26件 （33件） 

   協議事項    ２件 （３件） 

   報告事項  137件（151件） 

 

その他教育長・教育委員報告 

12件 （12件） 

 

※（ ）内は前年度実績 

※議案案件の詳細については別紙

に掲載 

 

 

月１回の定例会を開催し、議案審

議および協議、報告を行い、委員に

よる意見交換を行った。 

議案は、公文章の押印の見直しに

伴う規則等の改正、市立小中学校共

同学校事務室の組織及び運営に関す

る規則の制定等、その他は予算関係

が主なものである。報告事項では、

修学旅行のキャンセル代の支援等の

新型コロナウイルス感染症に関係す

る事項や、ポーランドカヌーチーム

のホストタウン事業の進捗について

報告を行った。 

重点目標については、主管課から

５項目の課題、実施方策および進捗

状況について説明を受け状況を確認

した。 

令和３年度は、給食センターの建

設した、食物アレルギー対応調理室

の視察や、南地区中学校のＩＣＴを

活用した遠隔授業の視察等を取り入

れながら、会議を現場で実施したこ

とで、状況等の確認ができた。 

 

【評価】 

       Ｂ 

 

調査活動等の状

況 

 

1、 市外視察 

（第１回） 

〇令和３年 10月 29日（木） 

・義務教育学校 白川郷学園 

（岐阜県白川村） 

・重要伝統的建造物群保存地区 

 

 

（第１回） 

これから直面する少子化に対し、

学校教育の参考とするため、義務教

育学校の取り組みを視察した。誰も

が、９年先の自分を描き９年前を振
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（岐阜県郡上市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第２回） 

〇令和４年３月 29日（火） 

 ・八幡伝統的建物群保存地区 

  （滋賀県八幡市） 

 ・安土城、八幡城 

  （滋賀県八幡市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市内視察等 

 〇令和３年６.７.９.10.11月 

 ・学校訪問 22校  

 〇令和３年９.10月 

  ・運動会、体育祭  

 〇令和３年６月 12日（土） 

  ・「少年の主張」大会 

 〇令和４年１月 22日（土） 

  ・下田歌子賞（中止） 

 〇令和４年１月 

り返る学校を目指し、学力向上や特

色ある教育、先を読む力などをつけ

る為の学校の教育方針や経営につい

て学ぶことができた。 

 また、重要伝統的建造物群保存地

区では、岩村地域の保存地区の日々

の暮らしと保存地区の共存について

参考とするため、街並みを視察した。 

 

（第２回） 

八幡伝統的建物群保存地区は令和

３年４月に国の重要伝統的建造物群

保存地区に指定された。第 1回目で視

察した、八幡町の保存地区との違い等

を視察し、岩村地区の町並み保存及び

今後の活用や建物の保存等について

参考とした。さらに、安土城や八幡城

は全国でも有名な山城である。 

当時の日本最高の技術と芸術の粋

を集大成して造られたといわれて、国

最初の本格的な天主の建築は、この安

土城が始まりとされ、歴史上に名を残

す名城跡という。令和４年度に山城サ

ミットが恵那市で開催されることも

あり、恵那市にある山城の岩村城を保

存するための参考とした。 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響

を受け、教育委員会主催のイベント

は規模縮小になりながらも、出席者

を限定して行われたため、感染対策

を徹底した中で、参加できる行事も

あった。 

学校訪問、行事に教育委員が参加、

出席。教育現場の状況や実際の授業

の様子を参観して、教職員の声に耳

を傾け、現状の課題の把握や指導に
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 ・学校と市教委懇談会 22回 

 〇令和４年１．２月 

  ・中間まとめの会 ３校 

〇令和４年３月 

・小中学校卒業式  

 

 

 

 

３．岐阜県市町村教委連研究総会 

 令和３年 11月５日（金） 

  （リモート開催） 

努めた。 

卒業式は、昨年同様、時間短縮、

規模縮小により、出席者が限られた

中での開催となったが、ＩＣＴ環境

整備を生かし、他の教室等でライブ

中継を行うなど、各学校で工夫を凝

らした卒業式を行った。 

 

 

リモート開催であったが他地域の

意見を聞くことで教育行政の参考と

なった。 

（総会のテーマ） 

・「社会の変化に対応した学びのあり

方を考える」 

（講演会） 

「令和の日本型学校教育を考える」 

 

【評価】 

        Ｃ 

 

 

その他の事項 

 

 

１、総合教育会議 

 

 

 

○第１回  

令和３年９月 27日（月） 

・食物アレルギー対応食について 

・食物アレルギー調理室の視察 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合教育会議では、各テーマにつ

いて説明後、市長と教育委員との意

見交換を行った。 

 

 第１回の会議では、課題であった

学校給食でのアレルギー対応につい

て、食物アレルギー調理室を増築し、

令和４年度から対応できるよう整備

している中で、現在の子ども達のア

レルギー問題等について協議した。

また、栄養教諭から「アレルギー対

応の経緯及び現状と子ども達への対

応」として講義を受けた。 

委員からは、アレルギーを持つご

家庭でも、アレルギー対応ができる
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○第２回  

令和４年２月 21日（月） 

・ＩＣＴを活用した授業や今後のＩ

ＣＴ教育について 

・恵那南地区５中学の遠隔交流の見 

 学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、恵那市議会総務文教委員と語る

会 

  令和３年１０月２２日（金） 

〇意見交換会 

・地域学校協働活動推進員の活動

及びコミュニティ・スクールの

現状や課題 

・南地区中学校の再編について 

ことで、本当に親御さんは安心だと

思う。市に感謝したい。などの意見

や市長からは、給食には市内産の食

材をなるべく使うようにしている。

今後も恵那の給食については、安心

安全な給食を提供していきたい。食

物アレルギーも含め、恵那産の食材

についても意見交換を行った。 

  

第２回の会議では、恵那南地区５

中学がオンラインで交流する様子と

上矢作中学校と串原中学校の交流授

業の見学を行った。会議では、遠隔

交流の感想や今後の活用について委

員からは、５地域の生徒が交流及び

学習ができ、互いに刺激し合って学

ぶことができる環境が整うことで、

大変良い事との意見があった。 

市長からは、この遠隔授業につい

て、今後どのように活用していくの

か、今後の方向性やＩＣＴを活用し

た授業について、先生方の様子や子

ども達の日常での使用について、一

緒に学ぶことの大切さなど、どのよ

うな課題があるのか、具体的な例を

聞きながら、今後のＩＣＴの活用に

ついて検討していきたいとの発言が

った。 

 

 

 総務文教委員と語る会では、各テ

ーマについて説明をするとともに、

教育委員会の考え方、方針について、

現状の説明をした。 

地域学校協働活動推進員につい

て、地域学校協働本部の設置がされ

たが、地域によって温度差がないか。

あるいはどんな活動をしているのか
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・コロナ禍によるＧＩＧＡスクー

ル構想の前倒しと現状につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、東京 2020 オリンピックホスト

タウン事業 

競技団体：ポーランドカヌーチーム

期間：令和３年７月 18日～31日 

場所：笠置峡カヌー・ボート場 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、新型コロナウイルス感染症対策

学校での取り組み 

【学校行事】 

〇修学旅行  

４月下旬から６月中旬のコロナ

第４波、８月中旬から９月下旬コ

ロナ第５波の影響により、７月又

は 10 月以降に延期されることに

なったが、修学旅行は実施するこ

とができた。 

 

〇運動会・体育祭 

 内容を縮小し半日開催等で９月

などの質問があった。 

南地区中学校の再編については、

通学の時間や今後の進め方について

報告を行った。 

コロナ禍によるＧＩＧＡスクール

構想の前倒しと現状についてでは、

市内全ての学校のＩＣＴ環境整備が

整い、授業のあらゆる場面でタブレ

ットを活用していが、今後の展望に

ついて意見交換を行った。 

 

 

 市民へのＰＲ活動の他、コロナ禍

で選手と原則非接触の規定がある

中、工夫をこらした交流やおもてな

しを実施した。 

オンラインの歓迎会や壮行会、子

ども達からの応援メッセージなどの

取り組みを行い歓迎の気持ちを伝え

た。選手やコーチからは、すべての

事について準備がされていたことや

おもてなしについて感謝の言葉をい

ただいた。 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響

により、修学旅行等が直前に中止ま

たは延期になった場合、キャンセル

等の保護者の経済的な負担軽減を図

るため補助金を交付する支援策を構

築した。 

また、こども園、小中学校及び文

化施設等では、基本的な感染防止対

策として体調管理、マスクの着用、

手指消毒、換気等を徹底。 

新型コロナウイルス感染症による

多くの制約がある中、それぞれ学校

は工夫をしながら行事の実施に努め
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～10月に実施。 

 

 

５、コロナ禍における成人式の実施 

〇令和３年成人式 

 日にち：令和３年５月２日（日） 

 会 場：５会場 

   メイン（文化センター） 

   その他（岩村、山岡、明智、

恵那北中） 

 該当者：５４９人 

 出席者：３６２人（65.9％） 

 

 

 

 

 

 

〇令和４年成人式 

 日にち：令和４年１月９日（日） 

 会 場：１会場（文化センター） 

 該当者：６００人 

 出席者：４２３人（70.5％） 

た。 

 

 

令和３年の成人式は、新型コロナ

ウイルス感染症の影響をうけ多くの

自治体が中止やリモート開催をする

中、延期となっていた成人式を５月

に実施した。特に、入場人数の制限

や会場を５か所に分散するなど、感

染症対策を徹底し、東濃５市の中で

は唯一、成人式を実施した。 

成人者からは「コロナ禍にもかか

わらず、成人式を実施していただき

友人たちにも出会えてとても感謝し

ている」との感想があった。 

 

 

 令和４年については、市内で大型

のクラスターが発生している中、よ

り一層の感染対策を実施しながら実

施した。また、家族の対応（満足感）

については、ライブビューイング、

ケーブルテレビ、ネット配信を実施

し、会場の様子をみてもらえるよう

工夫をした。 

成人式の実施後、感染者は１人も

出ることなくコロナ禍における安

心・安全感と感動を与える成人式で

あった。 

 

【評価】 

         Ａ 

 

 

10



【活動状況に関する事項の教育行政評価委員会からの意見】 

 

◆教育委員会会議の実施状況 

 

・例年通り確実に実施され、学校教育・社会教育・文化・スポーツなど教育に係る事業

について話し合われており、恵那市教育委員会のレベルの高さが伺える。 

 

・教育委員会の会議について、毎回多くの議案と報告事項があるが、現状把握をされな

がら円滑に進められている。 

 

・教育委員会の重点目標について毎月進捗状況が話し合われていることは、自らの方針

について振り返りの視点がありよい。 

 

・市立小中学校共同学校事務室の組織及び運営に関する規則はどんな内容か。 

 校内の業務を明確にしたということでよいのか。 

 

◆調査活動等の状況 

 

・調査場所の選定（白川郷学園、郡上市、八幡市：県内）にあたって、市内の現状の改

善・充実を図ることを目的にと考られている。視察した地域と恵那市との違いは何か、

また、参考となったことは何か等、今後の事業への活かし方が大切である。 

 

・少子高齢化の中で、これからの課題として特に少子化が挙げられる。これからの学校

運営や教育に対し真に考えていく必要がある。白川郷学園は少子化に対する教育の先

進校ということで、恵那市においてこれから進むべき道筋において参考になったので

はないか。 

 

・学校訪問や教育長訪問は、毎年実施されているが、教員は変わっているので、その年

の学校経営方針などを確認することで、教育の充実や発展に活かされていると考える。 

 

・教育委員会でいろいろ研究していただき、いつも子どもの視点から生き抜く力をどう

付けたらいいのかを、今後も考えていただきたい。 

 

◆その他 

・新型コロナウイルス対策として導入したＩＣＴを活用した教育について、教育委員の

方々が視察されたことで、今後のＩＣＴ活動の改善・充実が図られることを期待する。 
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・タブレットの授業について、恵那市はどこの市よりも早く始めていてとても良い。今

後、デメリットも出てくると思うので、様々な面から検証して学校生活や学習に一層

活用できるよう進めていただきたい。 

 

・成人式など、他の自治体は実施していない中、恵那市のみ工夫をして実施できたこと

は、大いに評価できる。 

 

・地域学校協働活動に関する市議会の関心度はあるのか。 

 

・毎年、全国学力学習状況調査を行っているが、結果はどうか。教育研究所により、結

果について分析などを行い、力がつくような取組をしているのか。 

 

・地域資源回収拠点の設置について、ＰＴＡ資源回収との役割分担ができているのか。 

 

・恵那南中学校再編について、将来に不安のないように進めていただきたい。一番に子

どもたちのことを考えてほしい。 

 

・こども園の評価の結果報告をしているが、結果はどうであったのか。公表はしている

のか。 

 

・ポーランドカヌーチームのホストタウン事業はコロナ感染症対策を万全に行い、でき

ることを実施したことは評価できる。 

 

・こども園で体力測定をしていると思うが、長年実施してどのような効果があったのか。

運動ができる子どもにするために、こども園のうちから外遊びを通して運動させるこ

とを身につけられるといいと考える。 

 

・学校行事について、コロナ禍で多くの制限があり、恵那市は中止を即考えるのではな

く、どうしたらできるのかを考えて、子どもたちの楽しみを奪わないように実施して

いる。また、ICTを活用することで、自宅待機の子ども達にも同じように授業が配信

されており、教育委員会は子ども達と保護者をとても大切にしていると感じる。 

 

・修学旅行のキャンセル料を市が負担した事業については、保護者の不安の解消や、学

校の信頼にもつながったことで、とても良い事業である。 
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・アレルギー調理室整備事業について、アレルギーをもつ子どもは給食を食べられない

子が多く、家から持参することになる。今回、除去食を提供することが始まり、同じ

給食を食べられるという喜びにつながっている。学校現場ではすごく感謝されている

と聞いている。 
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

高等教育振興事業費
（学びの継続）

教育総務課

こども園教育・保育推進
事業費
（安心子育て）

幼児教育課

こども園発達障がい児等
支援事業費
（安心子育て）

幼児教育課

こども園改修事業費

幼児教育課

教育・保育施設支援事業
費
（安心子育て）

幼児教育課

教育委員会費

教育総務課

教育総務一般管理経費

教育総務課

第3章　教育委員会の行う事務事業の執行状況に関する事項の点検・評価

02　総務費

01　総務管理費

16　高等教育振興費

　市内高等学校の魅力を高めるため、高校と企業が連携し魅力ある高校
づくりを支援することに加え、恵那南高校に明知鉄道で通学する生徒に
通学定期の半額補助を行った。
・報酬（コーディネーター　1人）
・旅費
・消耗品費
・委託料（6次産業学習推進業務、ドローン教育学習推進業務等）
・通学費補助事業（47人）

4,447 Ｃ Ｃ

10　教育費

01教育総務費

03　民生費

02　児童福祉費

03　こども園費

67,678

　支援が必要な園児（108人）、医療的ケア児（1人）に対して、加配保
育教諭（35人)、看護師（3人）を配置するなど一人ひとりの発達に配慮
した保育を実施した。
・人件費（会計年度任用職員　38人）
・旅費（会計年度任用職員通勤費）
・需用費（消耗品費）

Ｂ Ｂ

04　保育園費

　私立保育所2園と保育の実施に関する委託契約を締結し、園の運営費と
して国の基準により算出した委託料を支払った。
　小規模保育事業認可保育所1ヶ所に運営費の交付を行った。
　保護者の利便性を図るため、市外私立保育所等（6園）への広域入所を
実施した。
・委託料（市内私立保育所2園等）
・負担金補助金及び交付金
　延長保育事業補助金
　認可保育所運営費
　保育士等処遇改善臨時特例補助金
　施設等利用費（認可外保育施設）

191,890 Ｃ Ｃ

1,032,825

　こども園（14園）では、園児一人ひとりの発達に応じて「生きる力」
の基礎となる資質・能力を一体的に育むことを目的に恵那市幼児教育の
共通の取り組みとして4本の柱（あいさつ、読書活動、英語遊び、特色あ
る園活動）を掲げて教育・保育を実施した。また、コロナ禍における感
染防止対策として体調管理、マスク着用、消毒、換気等を徹底し、多く
の制約のある中、工夫をしながら行事の実施に努めた。
・人件費（職員64人、会計年度任用職員112人）
・報償費（研究会等謝礼）
・旅費（会計年度任用職員通勤費他）
・需用費（消耗品費、光熱水費、修繕費、賄材料費）
・役務費（通信運搬費、電話料、手数料、保険料他）
・委託費
　保守点検委託料（建物維持管理保守等）
　業務委託料（指定管理委託料等）
・使用料及び賃借料（器具借上料、土地借上料、複合機借上料）
・原材料費（こども園砂場用の砂他）
・備品購入費（保育備品、絵本購入他）
・負担金補助及び交付金（災害共済給付掛金、通園助成補助他）
・償還金（国庫返還金）
・公課費（山岡こども園　園バス重量税）

Ｂ Ｂ

0
こども園トイレ洋式化工事に係る経費132,580千円を工期を確保するため
令和4年度に繰り越した。
（8園:大井、東野、やまびこ、みさと、飯地、岩村、山岡、上矢作）

－ －

165,018

　教育委員会事務局に係る事務局経費
・職員給与費　14人、教育長
・報償費（教育行政評価委員等）
・旅費
・需用費（消耗品・燃料費）
・役務費（通信運搬費・自動車損害保険料）
・負担金

Ｃ Ｃ

02　事務局費

01　教育委員会費

1,696
　教育委員会定例会12回、臨時会1回を開催した。
・委員報酬
・事務費

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

教員住宅維持管理経費

教育総務課

学校教育一般経費

学校教育課

奨学資金貸与基金積立金
経費

教育総務課

学校教育課

遠距離通学等対策事業費
（移動）

教育総務課

教育発達相談支援事業費
（学びの継続）

学校教育課

学校教育研究事業費
（学びの継続）

学校教育課

0 預金利子400円の積み立てを行った。 Ｃ Ｃ

03　教育振興費

1,559

　教職員住宅（全37戸）の施設の維持管理・修繕を実施し、良好な
居住環境の維持に努めた。
・需用費（電気代、光熱水費、建物修繕料）
・役務費（火災保険料、検査手数料等）
・委託料（施設管理委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）

Ｃ Ｃ

215

　小学校・中学校教育に係る一般事務経費
・需用費（学校教育一般事務費、車両点検整備費 ）
・役務費（クリーニング料、自動車損害保険料）
・公課費（自動車税（長島小ハイゼット））

Ｃ Ｃ

04　教育研究費

9,584

　学校教育の資質向上のため、教員への適切な指導、援助を充実させ、
調査、研究等の情報の提供を行った。
　教育内容の充実のためテーマに基づく研究に取り組み、学校教育の向
上を図った。
　ふるさと学習読本「第9巻：恵那峡と大井ダム」を出版し、様々な教育
活動で活用できるよう各学校、関係機関へ配本した。
・報償費（研究事業講師謝礼、読書感想文記念品）
・需用費（市指定研究事業、課題研究委託事業、副読本等）
・役務費（キャリア教育保険料、研究事業切手代等）
・委託料（ふるさと学習読本印刷及びデータ化）
・負担金補助及び交付金（岐阜県小中学校教育研究会会費）

Ｃ Ｃ

　遠距離通学児童・生徒の安全な登下校のため、スクールバスの運行と
定期券回数券の交付に加え、公共交通機関やスクールバスの利用ができ
ず自家用車で送迎している保護者に対し、通学補助金を交付し、より安
全な登下校に努めた。
・需用費（消耗品・燃料費・光熱水費）
・役務費、通信運搬費（通学バス回数券・定期券代）
・スクールバス運転業務委託
・通学補助金（10人）

64,289 Ｃ Ｃ

特色ある教育推進事業費
（安心子育て） 62,526

　特色ある教育推進のため外国語指導助手（ALT)を導入し、小中学校の
英語教育、外国語活動を実施した。
　学校の教育諸活動を充実、活性化させるため学校運営協議会（コミュ
ニティ・スクール）の運営、地域未来塾の開設等を行った。
　今年度より新たにICT支援員4名による全小中学校への巡回配置を行
い、機器の準備、操作等の教員へのサポートを行うことで、授業におけ
るICT活用の向上に大いに貢献した。（事業費の増）
・報酬（ALT給与6人分、総括指導相談員等報酬3人分、ICT支援員4人分）
・共済費（ALT・総括指導相談員・ICT支援員社会保険料）
・報償費（地域未来塾講師謝礼、コミュニティ・スクール委員謝礼）
・旅費（新規ALT研修費用弁償、ALT・総括指導相談員・ICT支援員通勤
費）
・需用費（地域未来塾テキスト・教材費等）
・役務費（ALT損害保険料、学習支援者補償）
・委託料（ふるさと魅力体験事業、フィルタリングサービス）
・使用料及び賃借料（小中学校スケート教室）
・備品購入費（図書購入費）
・負担金補助及び交付金（諸団体負担金）

Ｂ Ｂ

43,411

　特別支援教育体制の推進と、不登校児童生徒への個々に対する教育相
談の充実に努めた。
　発達相談では「教育・発達相談センターあおば」の機能を発揮するこ
とで、連携等を図り支援体制の強化に努めた。
・報酬（心の教室相談員7人、適応指導教室6人、発達相談センターあお
ば6人）
.共済費（社会保険料等（心の教室相談員、適応指導教室、発達相談セン
ターあおば））
・報償費（教育支援委員会委員謝礼等）
・旅費（通勤費（心の教室相談員、適応指導教室、発達相談センターあ
おば））
・需用費（発達検査用消耗品、適応指導教室消耗品等）
・役務費（適応指導教室・発達相談センターあおば電信電話料）
・使用料及び賃借料（適応指導教室・発達相談センターあおば複合機借
上げ）
・備品購入費（特別支援学級・通級指導教室事務用備品）
・負担金補助及び交付金（諸団体負担金）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

小学校施設管理経費

教育総務課

小学校運営一般経費

学校教育課

学校教育課

小学校施設改修事業費

教育総務課

02　小学校費

111,333

　小学校14校の教育環境の維持、管理運営を行った。
　主なものは、学校用務員、スクールサポートスタッフの人件費。また
管理備品を購入し、教育活動を円滑に展開するため推進を図った。
・報酬（学校用務員・給食補助員13人、スクールサポートスタッフ13校
（コロナ消毒作業員14人））
・給料（学校用務正職員給料3人）
・職員手当（学校用務正職員）
・共済費（学校用務正職員共済掛金、学校用務員・給食補助員社会保険
料、労災保険料）
・報償費（小学校入学・卒業記念品）
・旅費（学校用務員・給食補助員・スクールサポートスタッフ（コロナ
消毒作業員）通勤費）
・需用費（小学校管理運営事務費、維持費）
・役務費（小学校通信費等）
・業務委託料（小学校校内清掃）
・使用料及び賃借料（小学校モップ借上料）
・備品購入費（小学校管理備品）

Ｃ Ｃ

02　学校教育振興費

01　学校管理費

61,334

　市内の小学校の施設、設備が安全に使用できるように適正な維持管
理・修繕に努めた。（大井第二小学校グランド暗渠排水改修工事及び串
原小学校プールろ過装置取替工事は令和４年度へ繰越：19,460千円）
・需用費（消耗品、修繕料、遊具修繕料）
・役務費（手数料、建物共済保険金）
・委託料（施設管理委託料、保守点検業務委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）
・工事請負費
　大井小学校普通教室改修工事
　山岡小学校・岩邑小学校プールろ過装置修繕工事
　大井第二小学校校舎体育館横舗装修繕工事
　東野小学校特別支援教室整備工事
　山岡小学校プールグレーチング交換修繕工事　他
　大井第二小学校校内道路舗装修繕工事（R2繰越分）
・負担金及び交付金（施設維持負担金）

Ｃ Ｃ

03　学校建設費

308,923

　学校側や地元の要望を受け、小学校施設の改修等を行い、安心・安全
な環境の維持に努めた。また、コロナ感染症に伴い、恵那市内小学校の
校舎、屋内運動場の既設トイレについて衛生面、安全面の改善をするた
め、計画より前倒しでトイレ洋式化工事を行った。その他、三郷小学校
大規模改修工事を行った。
・委託料
　三郷小学校大規模改修工事監理業務委託
・工事請負費
　三郷小学校大規模改修工事：Ｒ３及びＲ４の２ヵ年で実施
　大井小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　大井第二小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　恵那北小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　岩邑小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　中野方小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　武並小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　山岡小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　東野小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　上矢作小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　飯地小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　長島小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　明智小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）
　串原小学校トイレ洋式化工事（R2繰越分）

Ｂ Ｂ

131,835

　ICT教育の推進として、児童一人一台のタブレット端末の活用により、
学習アプリの利用や教材ソフト等を購入しICT教育の向上を推進した。
　準要保護、特別支援学級児童の就学援助を行い、保護者の負担軽減を
図ると共に、学習支援員を配置し、学力向上、少人数教育等に努めた。
　コロナ禍による修学旅行の実施時期及び内容の変更、延期に伴うキャ
ンセル料補助の支援による保護者の負担軽減を図る等により、修学旅行
を実施することができた。
　また、運動会も内容の縮小等の工夫により実施することができた。
・報酬（学習支援員26人）
・共済費（学習支援員社会保険料、労災保険料）
・旅費（学習支援員通勤費）
・需用費（教育振興事業事務費、維持費、情報機器修繕費等）
・委託料（学校ネットワーク機器保守、教育動画制作業務、タブレット
端末運用支援業務等）
・使用料及び賃借料（デジタル教科書ソフトウェア使用料、学習支援ソ
フト使用料、タブレット端末アプリ使用料等）
・備品購入費（遠隔学習用備品、学校液晶ディスプレイ、小学校児童図
書購入費、理科振興備品等）
・負担金補助及び交付金（小学校教育振興事業補助金、修学旅行等キャ
ンセル料補助金、小学校長会等負担金）
・扶助費（特別支援教育就学奨励費、要保護準要保護児童援助費）

Ｂ Ｂ

小学校教育振興費
（学びの継続）
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

中学校施設管理経費

教育総務課

中学校運営一般経費

学校教育課

学校教育課

中学校施設改修事業費

教育総務課

私立幼稚園支援経費
（安心子育て）

幼児教育課

03　中学校費

01　学校管理費

40,168

　市内の中学校の施設、設備が安全に使用できるように適正な維持管
理・修繕に努めた。
・需用費（消耗品、修繕料）
・役務費（手数料、建物共済保険金）
・委託料（施設管理委託料、保守点検業務委託料）
・使用料及び賃借料（土地借上料）
・工事請負費
　岩邑中学校生徒玄関天井緊急修繕工事
　恵那北中学校特別支援教室空調設備設置工事
　恵那東中学校テニスコート整備工事
　恵那西中学校屋外階段等修繕工事
　串原小中学校屋外階段修繕工事　他
・負担金及び交付金（施設維持負担金）

Ｃ Ｃ

02　学校教育振興費

136,363

　ICT教育の推進として、生徒一人一台のタブレット端末の活用により、
学習アプリの利用や教材ソフト等を購入しICT教育の向上を推進した。
　準要保護、特別支援学級生徒の就学援助を行い、保護者の負担軽減を
図ると共に、学習支援員を配置し、学力向上、少人数教育等に努めた。
　コロナ禍による修学旅行の実施時期及び内容の変更、延期に伴うキャ
ンセル料補助の支援による保護者の負担軽減を図る等により、修学旅行
を実施することができた。
　また、体育祭も内容の縮小等の工夫により実施することができた。
　恵那南地区の５つの中学校に、大型マルチディスプレイを設置した遠
隔交流室を整備し、教育の質の向上を図った。
・報酬（学習支援員10人）
・共済費（学習支援員社会保険料、労災保険料）
・旅費（学習支援員通勤費）
・需用費（教育振興事業事務費、維持費、情報機器修繕等）
・委託料（学校ネットワーク機器保守、教育動画制作業務、タブレット
端末運用支援業務等）
・使用料及び賃借料（デジタル教科書ソフトウェア使用料、学習支援ソ
フト使用料、タブレット端末アプリ使用料、バス借上料等）
・工事請負費（遠隔交流室エアコン設置）
・備品購入費（遠隔交流室機器、学校液晶ディスプレイ、中学校生徒図
書購入費、理科振興備品等）
・負担金補助及び交付金（中学校教育振興事業補助金、修学旅行等キャ
ンセル料補助金、中学校長会等負担金、中学校部活動等大会補助金等）
・扶助費（特別支援教育就学奨励費、要保護準要保護生徒援助費）

Ｂ Ｂ

60,931

　中学校8校の教育環境の維持、管理運営を行った。
　主なものは、学校用務員、スクールサポートスタッフの人件費。また
管理備品を購入し、教育活動を円滑に展開するため推進を図った。
・報酬（学校用務員・給食補助員9人、スクールサポートスタッフ8校
（コロナ消毒作業員12人）
・給料（学校用務正職員給料2人）
・職員手当（学校用務正職員）
・共済費（学校用務員・給食補助員社会保険料、労災保険料、学校用務
正職員共済掛金）
・報償費（卒業記念品）
・旅費（学校用務員・給食補助員
スクールサポートスタッフ（コロナ消毒作業員）通勤費）
・需用費（中学校管理運営事務費、維持費等）
・役務費（中学校通信費等）
・委託料（中学校校内清掃）
・使用料及び賃借料（中学校モップ借上料）
・備品購入費（中学校管理備品）

Ｃ Ｃ

04　幼稚園費

01　幼稚園費

Ｃ Ｃ

03　学校建設費

6,437

　串原中学校の校舎、屋内運動場の既設トイレについて衛生面、安全面
の改善をするため、トイレ洋式化工事を行った。
・工事請負費
　串原中学校トイレ洋式化工事

Ｃ Ｃ

中学校教育振興費
（学びの継続）

48,301

　幼児教育・保育の無償化制度による子育てのための施設等利用給付、
及び私立幼稚園の低所得世帯への負担軽減措置である実費徴収に係る補
足給付を行った。
・実費徴収に係る補足給付事業補助金　39人
・施設等利用給付　153人
・預かり保育
・国庫、県費返還金
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

社会教育総務費

生涯学習課

中央公民館講座運営事業
費
（学びの継続）

生涯学習課

コミュニティセンター講
座運営事業費
（学びの継続）

生涯学習課

人権尊重教育事業費
（学びの継続）

生涯学習課

三学のまち推進事業費
（学びの継続）

生涯学習課

64,595

　市民三学運動を推進するため、各コミュニティセンターに塾長と主事
を配置し、地域のまちづくりと生涯学習の一体的な推進を図った。
　各コミュニティセンターにおいて、市民講座や乳幼児学級を企画運営
し、学習機会を提供することで、市民の学習意欲の向上に努めた。
　経費の主なものは、塾長と主事の人件費。
・報酬（塾長、主事、コミセン夜間管理）
・共済費（塾長、主事）
・報償費（市民講座講師、乳幼児学級講師）
・旅費（通勤費）
・需用費（市民講座、乳幼児学級消耗品費）
・使用料（三郷コミセン改修に伴う市民講座代替会場使用料）

Ｃ Ｃ

0
　人権問題に対する啓発を図るため、市民向けの人権講演会開催を検討
したが、コロナ禍のため中止となった。
　職員が県主催の行政担当者向け研修会に参加し見識を深めた。

Ｃ Ｃ

7,606

　13地域で市民三学地域委員会による「市民三学地域塾」を実施した。
　また、各地域で地域学校協働活動の取組を開始し、学校と地域の連携
活動を、地域の活性化につなげるためのコーディネーターとして、推進
員14人に委嘱した。
　先人顕彰事業として、エッセイと短歌の公募賞「下田歌子賞」を実施
した。また、先人顕彰事業や三学のまちづくり支援事業へ補助金を支出
し、生涯学習のまちづくりを進めた。
・報償費（講師謝礼、地域学校協働活動推進員謝礼）
・旅費（嚶鳴協議会等）
・需用費（消耗品費、市民大学ガイドブック印刷製本費等）
・役務費（郵便料、傷害保険料等）
・委託料（先人学習講座）
・負担金補助及び交付金
　三学のまちづくり支援事業補助金
　第19回下田歌子賞補助金
　先人顕彰事業費補助金
　先人顕彰団体活動補助金
　嚶鳴協議会負担金他

Ｃ Ｃ

02　生涯学習費

2,786

　市民三学運動の進行管理を行うため、三学のまちづくり推進委員会を1
回開催した。
　中央公民館と市民会館において市民講座を開講し、学習機会の創出と
生涯学習団体の育成を図った。
　生涯学習のまちづくりを進めるため、市民三学運動に係る経費。主な
ものは、市民講座と乳幼児学級の講師謝礼。
・委員報酬（三学のまち推進委員14人）
・報償費（市民講座、乳幼児学級）
・費用弁償
・需用費（市民講座、乳幼児学級、こどもフェスタ消耗品等）
・役務費
・委託料（文化まつり配信業務委託、特別市民講座開催業務委託）
・使用料及び賃借料
・負担金補助及び交付金（岐阜県公民館連合会負担金他）

Ｃ Ｃ

05　社会教育費

01　社会教育総務費

72,925

　社会教育法の規定による社会教育委員会を６回開催し、令和３年度か
ら始まった地域学校協働活動の推進と第５期恵那市家庭教育支援計画
（令和３年度～令和７年度）の進行管理について審議を行った。
　社会教育の推進を図る経費で、主なものは職員の人件費。
・職員給与費　　　　　10人
・社会教育委員報酬　　14人
・社会教育指導員報酬　 3人
・共済費
・旅費（会計年度任用職員通勤費）
・需用費（消耗品費）
・負担金補助及び交付金
　岐阜県社会教育委員連絡協議会郡市分担金他
　恵那市生活学校運営補助金

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

青少年育成事業費（学び
の継続）

生涯学習課

伝統芸能保存伝承事業費
（歴史文化）

生涯学習課

生涯学習課

文化芸術振興事業費
（豊かな暮らし）

生涯学習課

Ｃ

2,367

　伝統保存文化育成事業、歌舞伎講座開催事業などへの助成を行い、芸
術文化の振興と伝統芸能の保存伝承活動への支援を図った。
・負担金補助及び交付金
　文化振興会伝統保存文化育成事業
　地芝居小屋活性化事業補助金
　歌舞伎講座開催事業補助金

ＣＣ

9,871

　青少年育成推進員を委嘱し、青少年育成市民会議の運営及び部会活動
を通じて青少年の健全育成を図った。「地域」「家庭」「仲間」づくり
部会では、少年の主張大会や街頭啓発活動、広報紙の発行などを行っ
た。
　新型コロナウイルス感染症の影響で延期した令和3年成人式を、5月2日
に恵那文化センター他4ヶ所に分散し開催した（該当者数549人、参加者
数351人）。令和4年成人式を1月9日に恵那文化センターで開催した（該
当者数600人、参加者数423人）。
　放課後子ども教室を平日の放課後や休日、夏休みに市内11小学校区で
実施した。地域の大人たちの協力を得ながら、文化活動や軽スポーツな
どを通じて子どもたちの社会性の醸成を図った。
・記念品（成人式記念品）
・報償費（青少年育成市民会議推進員、放課後子ども教室謝礼等）
・需用費（放課後子ども教室消耗品、成人式写真プリント代等）
・役務費（郵便料、電話料、放課後子ども教室保険料）
・委託費（放課後子ども教室業務委託料、成人式撮影委託料）
・負担金及び交付金
　恵那市青少年育成市民会議負担金
　恵那市子ども会指導者育成連絡協議会補助金
　県青少年育成推進指導員恵那地区連絡協議会分担金他

Ｂ Ａ

03　文化振興費

40,178

　市文化祭、恵那文化会館・かえでホール自主文化事業を公益財団法人
恵那市文化振興会に委託し、芸術文化の振興を図った。
・使用料（音楽著作物演奏等使用料）
・委託料
　恵那文化会館・かえでホール自主文化事業開催業務
　恵那市文化祭開催業務
　石川さゆりコンサート開催事業
　映像配信業務他
・負担金補助及び交付金
　文化振興会育成事業補助金

Ｃ Ｃ

文化財の調査・保存・活
用事業費
（歴史文化） 63,227

　国選定の文化財である岩村町本通り重要伝統的建造物群保存地区の保
存・活用事業として、地区内の建造物等の修理・修景工事に対する補助
を行った。
　令和３年度に史跡正家廃寺跡保存活用計画を策定し、環境整備のた
め、周囲の伐採を行った。
　その他、岩村城の石垣清掃、明治天皇大井行在所の駐車場設計など、
文化財の保存と活用に努めた。
　岩村町本通り町屋活用施設6館と、旧三宅家の指定管理、各資料館管理
業務を行った。
・会計年度任用職員報酬（文化財管理学芸員、事務職員）
・共済費（会計年度任用職員）
・報償費（文化財現地指導等）
・旅費（会計年度任用職員、文化財現地指導等）
・需用費（文化財修繕）
・役務費（通信運搬料等）
・委託料
　岩村町本通り町屋活用施設指定管理業務
　旧三宅家指定管理業務
　岩村歴史資料館管理業務
　中山道ひし屋資料館管理業務
　明治天皇大井行在所管理業務
　明治天皇大井行在所駐車場設計業務
　正家廃寺支障木伐採
　岩村歴史資料館等夜間警備業務他
・使用料及び賃借料（土地借上料等）
・工事請負費
　土佐屋屋根改修工事
・原材料費
・備品購入費（行在所印刷機等）
・負担金補助及び交付金
　伝建地区保存修理事業（3軒）グループ防災補助金（2地区）
　岩村町秋祭り行事補助金
　岐阜県文化財保護協会費等

Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

明智かえでホール管理運
営経費

生涯学習課

恵那文化センター管理経
費

生涯学習課

市民会館管理費

生涯学習課

図書購入事業費
（学びの継続）

生涯学習課

読書習慣づくり事業費
（学びの継続）

生涯学習課

読書環境推進事業費
（学びの継続）

生涯学習課

Ｃ Ｃ

04　文化施設費

　郷土資料の他、利用者の要望を考慮した本の購入を行うとともに、本
の除籍を行い、所蔵本の整理を行った。
（蔵書冊数:244,340冊）
・図書購入費（5,590冊）
・需用費（新聞、雑誌、消耗品等）

12,607 Ｃ Ｃ

05　図書館費

9,191

　コミュニティ活動や生涯学習の推進を図るため、コミュニティ施設、
多目的施設の一体的な管理運営を行った。
　開館日数　　　　 296日（1,531件）
　延べ利用者数　18,069人
・需用費
　印刷製本費、光熱水費、消耗品費
　網戸取付、多目的施設屋根及び排水設備修繕他
・役務費（電話料金）
・委託費
　夜間管理業務
　施設清掃業務
　エレベーター点検業務他
・使用料及び賃借料（土地借上料他）
・備品購入費

Ｃ Ｃ

14,639

　かえでホールの運営・維持管理を行った。
　明智かえでホール利用状況
　開館日数　　　　296日
　延べ利用者数　3,616人
　（ホール2,204人、会議室等1,412人）
・需用費
　光熱水費、消耗品費
　屋根雨漏り、高圧負荷開閉器修繕等
・役務費（電話料金）
・委託費
　窓口業務
　ホール音響照明機器他保守点検業務
　空調設備保守点検業務
　舞台設備保守点検業務
　施設清掃業務他
・使用料及び賃借料（土地借上料他）
・工事請負費
　ワイヤレスマイク設備更新工事

1,295

　図書館サポーターと連携して、読書に親しむ機会づくりを行った。
おはなし会年間60回、参加者延べ635人、子ども向けイベント6回、講
座・講演会2回、図書館マルシェ、ミニ古本市
　地域の読書活動を推進した。
・委託料（読書活動推進委託）
・負担金補助及び交付金（読書活動補助金）
　　東野おはなしの会ちちんぷい
　　たけなみブックフレンドきつつき
　　おはなしの会やまびこ
　　山岡図書サポーター文月
　　くしはらブックサポーター
　　ブックサポーターかみやはぎ

ＣＣ

444

　7ヶ月教室時に、赤ちゃんと絵本と共に過ごす大切さを伝え、絵本をプ
レゼントするブックスタート事業を図書館ボランティアとともに実施
し、親子で本に親しむきっかけ作りを行った。
　3歳児に読書手帳を配布し、50冊を読むと絵本をプレゼントするファー
ストメッセージ事業を行い、親子で多くの本と親しむ習慣づくりを進め
た。また、小学1年生にセカンドメッセージ事業として子どもの好きな本
リストを配布し、切れ目のない子どもの読書推進を図った。
　ブックスタート実施回数　　　　　 24回
　　　　　　　　実施人数　　　　　212人
　幼児用読書手帳絵本引き換え人数　 63人
・需用費（印刷製本・消耗品等）

Ｃ Ｃ

87,511

　市民の芸術、文化にふれあい親しむ場の提供及び生涯学習活動の拠点
施設として適正な管理運営に努めた。
　文化センター利用状況
　　開館日数　　　　　296日
　　延べ利用者数　102,132人
　　（文化会館56,632人、中央公民館45,500人）
・職員給与費　4人
・需用費
　光熱水費、燃料費、消耗品費
　網戸取付修繕、舞台中割幕修繕他
・役務費（電話料金他）
・委託料
　舞台運営業務
　施設清掃、夜間管理、夜間防犯業務他
・使用料及び賃借料
・工事請負費
　ワイヤレスマイク設備更新工事
・備品購入費

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

生涯学習課

美術館管理運営経費
（歴史文化）

生涯学習課

スポーツ課

スポーツ課

スポーツ課

Ｃ

競技力向上推進事業費
（豊かな暮らし） 7,819

91,513

　生涯学習の拠点施設として、本に触れ合う機会を提供し、読書への関
心を高める活動を実施した。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止による臨時休館時に、玄関口で、
利用者へ予約本の貸し出しを行い、利用の継続に努めた。
　経費の主なものは、職員の人件費と、図書館システム運用保守業務や
新刊図書目録登録業務などの運営委託料や、建物維持管理委託料。
開館日数　　　　　　255日（臨時休館:8/24-9/30）
来館者数　　　　108,695人
貸出利用人数　　 51,211人
貸出利用冊数　　245,688冊
・職員給与費（一般職員3人・図書館司書16人）
・共済費
・報償費（機関車清掃謝礼等）
・旅費
・需用費
・役務費
・委託料（保守委託・業務委託）
・使用料及び賃借料
・備品購入費（事業備品）
・負担金補助及び交付金（諸団体負担金）
・積立金（基金積立金）
・公課費（自動車重量税）

Ｃ Ｃ

06　美術館費

51,069

　公益財団法人中山道広重美術館に指定管理委託を行い、適正な管理運
営に努めた。
　浮世絵を中心とした特別企画展を3回、企画展を4回開催した。この他
に講座の開講やこども版画コンクールなどの教育普及事業も実施した。
・委託料（指定管理業務）
・工事請負費（LED照明器具取替工事）
・負担金補助及び交付金（美術館運営事業補助金）

Ｃ Ｃ

図書館運営経費

　競技力の向上を目指し、各競技団体の育成費の助成を行った。
　コロナ禍により岐阜県民スポーツ大会は中止となり、東濃スポーツ大
会は第50回記念大会として恵那市を開催地として開催され、スキー以外
は実施することができた。
　スピードスケート競技の普及・発展、競技力向上を図るため、強化選
手1名を招致し支援した。
　新たな取り組みとして、オリンピアンによる小学生対象の「かけっこ
教室」や近隣の大学運動部と連携した中学生対象の卓球教室を開催し、
子どもの体力や競技力の向上を図った。
・報償費（スポーツ講演会及びかけっこ教室）
・需用費
・補助金
　　競技力向上補助事業
　　強化選手育成補助事業
　　全日本選抜スピードスケート競技会恵那大会

Ｃ Ｃ

06　保健体育費

01　スポーツ推進費

生涯スポーツ推進事業費
（豊かな暮らし） 4,831

　中部大学と連携した「こども園運動プログラム」の実施により、各園
で運動遊びが充実する取り組みを推進した。また、子どもと保護者が家
庭でも手軽にできる運動遊びを学ぶ「親子で運動遊びの集い」を開催
し、81人が参加した。
　スポーツ人口の増加や健康増進に努めることを目的に、体育連盟にス
ポーツ教室等を委託しているが、コロナ禍により一部の教室や講習会を
中止した。一方でトレーニング講習会やまきがね健幸運動教室等は感染
状況を見極めながら実施し、延べ890人が参加した。
　生涯スポーツを推進するため、スポーツ少年団11団、少年スポーツ活
動団体12種目団体の活動に対し支援を行った。
・報償費
・需用費
・役務費（FC岐阜メインスタンドバナー広告掲出）
・委託料
　　スポーツ教室等運営業務
　　こども園運動プログラム運用指導業務
・補助金

地域スポーツ推進事業費
（豊かな暮らし） 12,842

　コロナ禍によりスポーツ推進委員の各種研修会が中止、延期となり、
また、地域でのスポーツイベントの中止により、地域活動に対する支援
が減少した。
　市民体育大会等の運営を恵那市体育連盟に委託し、21種目の開催を計
画したが、緊急事態宣言が発令された8/23～9/30の間の実施予定種目が
多かったため8種目の開催にとどまった。
　スポーツを推進する団体として、各地区の体育協会等へ活動支援のた
め補助金を交付した。令和２年度は活用しない地区があったが、令和３
年度は何とか地域イベント等を開催するよう働きかけ、全地域が補助金
を使って活動することができた。
・報酬（スポーツ推進委員　25人）
・需用費
・役務費（スポーツ推進委員スポーツ安全保険等）
・委託料（市民体育大会及び各種大会運営業務）
・負担金
・補助金（13地区体育協会等活動補助金）

Ｃ Ｃ

Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

スポーツ課

スポーツ推進一般経費

スポーツ課

スポーツ施設管理経費

スポーツ課

スケート場維持管理経費

スポーツ課

115,545

　新型コロナウイルス感染症対策を徹底したうえで、各種保守点検及び
軽微な修繕を実施し適正な管理運営と利用促進に努めた。
　コロナ禍により、多くの行事・イベント・大会が中止となったが、夕
涼みインラインやフットサル大会、スケート教室やスケート競技会など
を開催し、施設の利用やスケートの普及に努めた。
　利用者は前年より6.5%増（2,822人増）の46,082人であった。
・報償費（各種教室講師謝礼）
・需用費
　　燃料費（A重油・LPガス等）
　　光熱水費
　　修繕費（冷凍機エンジン噴射ポンプ油漏れ修繕等）
　　その他消耗品費等
・役務費（検査料、電話代等）
・委託料（製氷管理、施設管理、保守点検等）
・使用料及び賃借料（スケート貸靴使用料等）
・工事請負費（駐車場区画線等設置）
・公課費（自動車重量税）

Ｃ Ｃ

03　スポーツ施設費

スポーツツーリズム推進
事業費
（訪れたいまち） 43,987

　ホストタウン推進事業として、ポーランド共和国カヌーチームの東京
2020オリンピック事前キャンプの受け入れを7月18日から31日まで行っ
た。選手団21人は、かんぽの宿恵那に宿泊し、笠置峡ボート・カヌー場
やまきがね公園体育館健康体力センターにて練習を行った。
　コロナ禍で選手との接触ができない中、オンラインを活用した交流を
実施したおもてなしを展開するとともに笠置峡でチームの要望に応じた
仮設コースを設置するなど、全市を挙げメダル獲得に向けたサポートを
実施した。
　2年度に続き、恵那峡ハーフマラソン大会及び日本大正村クロスカント
リー大会はコロナ禍により延期となり、代替大会としてリモート・チャ
レンジラン大会を実施し、1,458人のエントリーがあった。
　東京2020パラリンピック聖火の採火式を、8月13日スケート場で行っ
た。
　令和2年度から開催延期となっていた第33回全国健康福祉祭ぎふ大会
（ねんりんピック岐阜2021）については新型コロナウイルス感染症の影
響により中止となり、令和7年度に開催することとなった。
・会計年度任用職員報酬等　8人
・報償費
・需用費
・役務費（保険代）
・委託料
　　恵那峡ハーフマラソン大会実施業務
　　日本大正村クロスカントリー大会実施業務
　　恵那スケート場普及推進業務
　　仮設カヌーコース等設置撤去業務
　　事前キャンプ用仮設浮桟橋設置撤去業務
　　事前キャンプカヌー保管庫等警備業務他
　　パラリンピック採火式関係業務
　　スポーツ講演会関係業務他
・使用料及び賃借料（事前キャンプ関係）
・工事請負費（カヌーコース係留施設設置撤去）
・補助金
　　恵那市ホストタウン推進運営事業
　　日本大正村・恵那峡リモート・チャレンジラン運営事業
　　第33回全国健康福祉祭（ねんりんピック岐阜）運営事業

Ｂ Ｂ

52,722

　スポーツ推進審議会を2回開催し、スポーツ推進計画後期計画の進捗管
理を行った。
・報酬（スポーツ推進審議会委員　11人）
・職員給与費　7人
・旅費（スポーツ推進審議会交通費）
・需用費（燃料代等）
・役務費（自賠責保険等）
・負担金
・公課費（自動車重量税）

ＣＣ

02　スポーツ推進総務費

107,614

　社会体育施設、学校開放施設を市民が安心安全に利用できるよう施設
の適正な維持管理を行った。
・報償費
・需用費（施設修繕、消耗品、光熱水費等）
・役務費（設備保険料、浄化槽法定検査手数料）
・委託料
　指定管理料　まきがね公園施設等
　　　　　　　山岡地区
　　　　　　　明智地区
　　　　　　　上矢作プール
　保守点検委託料等
・土地賃借料　まきがね公園
　　　　　　　明智BG海洋センター
・工事請負費
・原材料費（学校グラウンド補充用山砂等）
・負担金

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

学校保健経費

学校教育課

学校給食センター一般経
費

教育総務課

恵那市学校給食センター
維持運営費

教育総務課

岩村学校給食センター維
持運営費

教育総務課

山岡学校給食センター維
持運営費

教育総務課

明智学校給食センター維
持運営費

教育総務課

88,207

 安心でバランスのとれた学校給食を提供した。また、施設の適正な維持
管理に努めた。
　給食実施状況　　校数　　給食日数　　　給食数
　　小学校　　　　2校　　　197日　　　　50,439食
　　中学校　　　　2校　　　197日　　　　28,852食
　　こども園　　　2校　　　202日　　 　 19,450食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　 2,466食
　　合計　　　　　6校　　　　　　　　　101,207食
・職員給与費　1人
・給食賄材料費
・工事請負費
・備品購入費
・一般経費（維持管理費）

ＣＣ

476,834

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安全安心で
バランスのとれた学校給食を提供した。また、施設の適正な維持管理に
努めた。また、令和４年度から開始する食物アレルギー対応食を作る調
理室の増設工事を行った。
　給食実施状況　　校数　　給食日数　　　給食数
　　小学校　　　　9校　　　199日　　　368,729食
　　中学校　　　　3校　　　197日　　　184,922食
　　こども園　　　2校　　　200日　　　 20,028食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　7,337食
　　合計　　　　　14校　　　　　　　　581,016食
・職員給与費　2人
・報酬等　2人
・給食賄材料費
・給食調理配送業務委託料等
・工事請負費（食物アレルギー調理室増築工事）
・備品購入費
・一般経費（施設維持費等）

ＣＣ

82,549

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安全安心で
バランスのとれた学校給食を提供した。また、施設の適正な維持管理に
努めた。岩村学校給食センターについては令和３年度をもって老朽化に
伴い閉鎖。
　給食実施状況　　校数　　給食日数　　　給食数
　　小学校　　　　2校　　　197日　　　 64,615食
　　中学校　　　　2校　　　196日　　　 36,668食
　　こども園　　　2校　　　219日　　　 28,961食
　　その他　　　　　　　　　　　　　　　2,990食
　　合計　　　　　6校　　　　　　　　 133,234食
・職員給与費　1人
・給食賄材料費
・一般経費（維持管理費）

ＢＢ

159,676

　児童生徒の健康増進と体位向上、食育の推進を図るため、安心安全で
バランスの取れた学校給食を提供した。また、施設の適正な維持管理に
努めた。
　給食実施状況　　　　校数　給食日数　 給食数
　　小学校　　　　　　1校　 　198日　　31,724食
　　中学校　　　　　　1校　　 198日　　18,972食
　　恵那特別支援学校　1校　 　193日　　40,434食
　　こども園　　　　　1校　 　201日　　14,346食
　　その他　　　　　　　　 　 203日　　 2,461食
　　合　計　　　　　　4校　　　　　　 107,937食
　・職員給与費　1人
　・給食賄材料費
　・工事請負費
　・一般経費（維持管理費）

ＣＣ

05　学校給食費

148

　恵那市内の給食センター4施設の適正な運営に努めた。また、学校給食
食物アレルギー対応検討委員会を構成し、令和４年度からのアレルギー
児童等の対応について検討した。
・報酬（学校給食運営委員会）　4人
・学校給食費口座振替手数料

Ｃ Ｃ

04　学校保健費

35,890

　児童生徒の心身の健康保持増進を図るため、学校医等を配置して各種
健康診断を行った。
　学校管理下での児童生徒の負傷に対し災害共済給付事業を実施した。
　新型コロナウイルス感染症対策における衛生物品等を購入し、感染予
防に努めた。
・報酬（学校医等報酬、就学時健診等報酬）
・報償費（歯科衛生士派遣謝礼、腎臓検診判定委員会委員謝礼）
・需用費（保健用消耗品、新型コロナウイルス感染症予防衛生品）
・役務費（児童生徒検診手数料、教職員健康診断手数料、水質検査等環
境衛生手数料等）
・委託料（教職員ストレス調査等）
・備品購入費（歯科検診用滅菌機）
・負担金補助及び交付金（スポーツ振興センター負担金、各種団体負担
金、学校医負担金）

Ｃ Ｃ
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款 項 目 事業名・担当課
決算額

（千円）
成果実績 評価(案） 総合評価

現年文化財等災害復旧費

生涯学習課

11　災害復旧費

03　その他公共施設・公用施設災害復旧費

01　その他公共施設・公用施設災害復旧費

7,204

　豪雨により被災した岩村城の出丸、銅像山公園法面と追手門登城路を
復旧した。
・岩村城追手門登城路災害復旧工事
・岩村城出丸災害復旧工事
・銅像山公園法面災害復旧工事

Ｃ Ｃ
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【事務事業の執行状況に関する事項の教育行政評価委員会からの意見】 

 

 

◆高等教育振興費 

 ・高等教育振興事業の恵那南高校の生徒に対する通学定期の半額補助について、子ど

も子育て会議でも議題になる。学校を存続していく支援として大変よいことである。 

  

◆児童福祉費 

 ・支援が必要な園児に対し、手厚く配慮した保育を行っていることはよいことである。

今後、ケアが必要な園児が増えた場合の対応も必要である。 

 

 ・会計年度任用職員を多く雇用し、手厚く保育をしていただいていると感じるが、さ

らに保育を充実させるには、正規職員を雇用した方がよいのではないか。 

 

 ・コロナ禍においても、共通の取り組みとして 4本柱（あいさつ、読書活動、英語遊

び、特色ある園活動）を感染防止対策をしながら実施したことは評価できる。 

 

・トイレを全て洋式化にしたことは、衛生上も含め改善につながった。 

 

◆教育総務費 

 ・教員住宅は、民間住宅が増えている中、今後も必要なのか検証したほうがよい。 

 

◆小学校・中学校費 

 ・小学校トイレ洋式化事業の工事、恵那市学校給食センターの食物アレルギー対応調

理室の工事、中学校遠隔授業の機器購入等に共通していることは、学校教育の基盤

である学校環境の整備、アレルギーをもつ子への対応、一人一人タブレットで、事

前に活用できる能力を身につけさせる指導の基で実施しているなど、子供中心に取

り組まれている事業でとても評価できる。 

 

 ・小学校やこども園のトイレ洋式化事業は、家庭内と同じような環境になったことで

保護者は喜んでいると思う。 

 

 ・学校教育がスムーズにできるように、学校環境の大切さを理解され、定期的に点検

し、速やかな対応をされている。また、日常的に点検をすることで、全職員にその

大切さを啓発されている。 
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 ・学校間オンライン授業の取組を目指すために、一人一台のタブレットをもたせた取

組の活用分野を広げる事業、実施するにあたって日常的に合同活動を行っているこ

とは、今後の交流に大変よい事業である。 

 

 ・新しいアプリの導入や、ICT教育の向上を図っているということは、子どもたちの

教育のために事業費を予算化され、手厚い教育がなされていることが確認できる。 

 

 ・コロナ禍であっても、修学旅行などの事業を工夫されながら実施できたことや、キ

ャンセルなどの対応を市費で負担したことは、保護者にとってありがたいことであ

る。 

 

 ・ICT 支援員の配置は、ICT 教育を速やかに進めるうえで、子ども達や教員にとって

必要だと感じる。今後も、ICT 支援員を充実させ子どもたちの ICT 教育の充実を図

ってほしい。 

 

◆幼稚園費 

 ・保護者が安心して預けられるよう、物質的支援（低所得者層への軽減措置）を実施

したことはよいことである。 

 

◆社会教育費 

 ・令和３年度から始まった、地域学校協働活動の推進と第 5期恵那市家庭教育支援計

画を明確にされ、社会教育の中心として実施していただきたい。 

 

 ・市民三学運動の推進では、生涯学習団体を増やすことで、自ら学ぶ市民を育てるこ

とにつながると思うので、支援を充実した方がよい。 

 

 ・各地域の三学の推進は、塾長と主事が積極的に活動していることで、地域住民への

働きかけ、市民が地域の講座に多く参加できるように工夫している。 

 

 ・文化振興の中では、恵那市の大切な文化伝統、文化財等を今後も充実していってほ

しい。また、芸術文化の振興では、市民の要望を聞き、多くの方が参加できるイベ

ントを開催してほしい。 

 

 ・恵那市には素晴らしい図書館や美術館があるが、歴史資料館として地域には存在す

るが、しっかりしたものが必要と考える。資料館として充実させ、恵那市の歴史に

ついて、そこへ行けば調べることができる、他市の資料も取り寄せることができる
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とよい。特に、佐藤一斎先生については、十分な資料を収集していただきたい。 

 

 ・ひし屋資料館は、多くの方が来館されている。この場は恵那市の顔として、交流の

場、宣伝の場として位置付けるとよい。 

 

 ・図書館について、三学の精神を取り入れ資料等が充実している。特に、子どもに対

する読書活動では普及に向けて多くの事業を行い充実していると思うが、次は成人

に対する読書活動の推進を図る取組を期待する。 

 

 ・令和 2年の成人式は、東濃の中で中止が相次ぐ中、工夫をして令和 3年 5月に開催

したことは大きな業績である。さらに、昨年の成人式でも、感染対策を徹底し実施

することで、感染者もなく開催できたということは、大変評価できる。参加した子

ども達からも「やってくれて本当にうれしかった」との声を多く聞いた。 

 

 ・人権講演会について、コロナ禍ということで開催ができず残念であった。今後は、

工夫をして人権教育を推進するよう努力していただきたい。 

 

 

◆保健体育費 

 ・オリンピックのホストタウン事業（ポーランド受け入れ）は、実際本物の選手の

姿を見たことで子ども達にはよい刺激になった。今後は「ボート・カヌー場」の

活用をしっかり考えてほしい。 

 ・全国的に部活動が地域へ移行する話があるが、恵那市はどんな見解をされている

のか。各中学校区で、地域に合ったやり方で進められることが一番よいが、子ど

もの希望するスポーツがなかったり、地域に適切な指導者がいなかったりと、問

題が多くある。今から、学校関係者や各クラブ指導者とともに対策を考えてほし

い。 

 

 ・新たな取組として、オリンピアンによる「かけっこ教室」が行われている。基本

的な走り方を教えることで、今後の運動に対する意識も変わっていると聞く。毎

年、このような活動ができるように予算を盛り込むとよい。 

 

 ・スケート場の活用について、多くの子ども達が利用し、スケートのよさを知って

もらうことで、将来世界的な選手がでてくることを期待する。 
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◆学校給食費 

 ・子ども達のアレルギー対策という難しい事業を一歩一歩進めてこられたことに感

謝している。 

 

・給食を食べられない子は家から弁当を持ってきているので、同じように給食を食

べられる対策を進めたことはよいことである。 

 

 ・アレルギーの子の給食は自身で職員室へ取りに行くが、全て誰かがやってくれる

ようなことでなく、自分のことは自分でやるという意識付けをする方法をとってい

ることは望ましいことである。 
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１ 恵那市教育委員会点検評価実施要領 

平成 21年 7月 24日恵那市教育委員会告示第 14号 

 （目的） 

第１条 この要領は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律

第 162号。以下「法」という。）第 26条第１項に規定する点検及び評価につい

て、必要な事項を定めるものとする。 

 （評価事項） 

第２条 教育委員会は、前年度の次の各号に掲げる教育委員会の取組について点

検及び評価を実施する。 

 （１） 教育委員会の活動状況に関する事項 

  ア 教育委員会の会議の実施状況 

  イ 教育委員会の調査活動の状況 

 （２） 事務事業の執行状況に関する事項 

  ア 主要施策の執行状況 

  イ 主要施策の執行による成果 

 （３） その他教育委員会が必要と認める事項 

 （点検評価の手順） 

第３条 教育長は、前年度における前条第１号及び第３号に掲げる事項について、

教育委員会会議等の点検及び評価（様式第１号）により、点検及び評価を行う

ものとする。 

２ 前年度における前条第２号に掲げる事項についての点検及び評価は、市が実

施する決算報告により行うものとする。 

３ 教育長は、、前２項の結果を教育委員会に報告する。 

４ 教育委員会は、前項の報告を基準として、点検及び評価を実施する。 

 （評価委員会の設置） 

第４条 教育委員会は、法第 26条第２項の規定により、同条第１項の点検及び評

価を行うに当たって教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るため、

恵那市教育行政評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （所掌事務） 

第５条 委員会は、教育委員会の求めに応じ、第３条の点検及び評価を行うに当

たり、意見を述べるものとする。 
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 （委員） 

第６条 委員会は、５人以内の委員で組織し、委員会の委員は、優れた識見を有

する者その他教育委員会が適当と認める者のうちから教育委員会が委嘱する。 

２ 委員の任期は２年とし、再任されることができる。ただし、補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

 （委員長） 

第７条 委員会に、委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選による。 

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、あらかじめ委員長が

指定した委員がその職務を代理する。 

 （公表） 

第８条 教育委員会は、法第 26条第１項に規定する点検及び評価の結果に関する

公表について、ホームページにより行うものとする。 

 （委任） 

第９条 この要領に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、告示の日から施行する。 

   附 則（令和２年７月 28日教委告示第 13号） 

 この告示は、告示の日から施行する。 
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様式第１号（第３条関係） 

 教育委員会会議等の点検及び評価 

 実   績 内 容 ・ 成 果 ・ 課 題 

教育委員会会

議の実施状況 

  

調査活動等の

状況 

  

その他の事項   
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２　恵那市教育委員会の組織図

学校再編対策室

恵那市学校給食センター

山岡学校給食センター
明智学校給食センター
岩村学校給食センター

　　　 指導係・学務係
ＩＣＴ教育推進室
教育研究所
大井小学校
大井第二小学校
長島小学校
東野小学校
三郷小学校
武並小学校
恵那北小学校

教育長 中野方小学校
委員（教育長職務代理者） 飯地小学校
委員 岩邑小学校
委員 山岡小学校
委員 明智小学校

串原小学校
上矢作小学校
恵那東中学校
恵那西中学校
恵那北中学校
岩邑中学校
山岡中学校
明智中学校
串原中学校
上矢作中学校
教育・発達相談センターあおば

幼児教育係
城ケ丘こども園 【指定管理】
大井こども園 
おさしま二葉こども園【指定管理】 
やまびここども園
東野こども園
みさとこども園
武並こども園
中野方こども園
飯地こども園
岩村こども園 【指定管理】
山岡こども園
明智こども園
串原こども園

上矢作こども園

スポーツ振興係・施設管理係・国体開催準備室
スケート振興室
恵那市槙ケ根体育センター【指定管理】
まきがね公園運動施設 【指定管理】
山岡町Ｂ＆Ｇ海洋センター 【指定管理】
明智町Ｂ＆Ｇ海洋センター 【指定管理】

三学運動推進係・文化振興係・歴史資産整備係
恵那文化センター 文化施設係
中央図書館
中山道広重美術館 【指定管理】

教 育 総 務 課 総務係・教育施設係

教

育

委

員

会

副

教

育

長

学校教育課
事

務

局

長

幼児教育課

スポーツ課

生涯学習課
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委員会回数 議決年月日 議案番号

第5回定例会 令和3年4月28日 報告事項 報第１号
市町村教育長によるいじめ対策の連携強化に関する覚書の経過につ
いて

報第２号 小中学校トイレ洋式化事業の繰越明許費補正の専決について

報第３号 ホストタウン事業の推進について

報第４号 恵那スケート場から行く！つぎどこいくマップの作成について

報第５号 令和３年恵那市成人式の開催について

報第６号 令和２年度教育委員会重点目標の実績・成果について

報第７号 令和３年度教育委員会重点目標について

報第８号 恵那市の園小中学校のトピック（５月）について

報第９号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第10号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第11号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第12号 ５月の行事予定について

報第13号 ３月分の後援申請について

第６回定例会 令和3年5月27日 議第12号

議第13号

報告事項 報第１号 契約の締結について

報第２号 学校間の交流を促進するオンライン学習について

報第３号 令和３年度教育委員会重点目標の実績・成果について

報第４号 恵那市の園小中学校のトピック（６月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 ６月の行事予定について

報第９号 ４月分の後援申請について

報第10号 コロナ関連の報告事項

第７回定例会 令和3年6月25日 議第14号

議第15号

議第16号

報告事項 報第１号 修学旅行等のキャンセル料の支援について

報第２号
恵那市修学旅行等の中止等に伴うキャンセル料補助金交付要綱の制
定について

報第３号 ホストタウン事業の推進について

報第４号 「三代目中村いてうの歌舞伎体験講座」の開催について

報第５号 嚶鳴フォーラムin恵那2022プレイベントの開催について

報第６号 令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

令和３年度６月補正（案）に関する意見について

恵那市岩村町本通り伝統的建造物群保存地区保存計画の改正について

３　令和３年度恵那市教育委員会提出議案等について

提　出　議　案　等

恵那市教育委員会会議等点検及び評価について

令和３年度教科用図書東濃採択地区協議会の設置について

令和３年度６月補正（案）に関する意見について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

報第７号 恵那市の園小中学校のトピック（７月）について

報第８号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第９号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第10号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第11号 ７月の行事予定について

報第12号 ５月分の後援申請について

報第13号 コロナ関連の報告事項

第８回定例会 令和3年7月20日 議第17号

報告事項 報第１号 恵那市教育行政評価委員の委嘱について

報第２号 令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第３号 恵那市の園小中学校のトピック（８月）について

報第４号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第５号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第６号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第７号 教育委員会内示

報第８号 ８月の行事予定について

報第９号 ６月分の後援申請について

報第10号 コロナ関連の報告事項

第９回定例会 令和3年8月26日 議第18号

報告事項 報第１号
恵那市押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ
いて

報第２号 恵那市過疎地域持続的発展支援計画の策定について

報第３号 新型コロナウイルスワクチンの接種について

報第４号　 ８月１３日からの大雨による被害の概要について

報第５号　 地域資源回収拠点の設置について

報第６号　 総合防災訓練の実施について

報第７号　
恵那市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

報第８号　 キッズゾーンの設定について

報第９号　 まきがね公園ローラー滑り台の修繕について

報第10号　
東京2020オリンピックにおけるポーランド共和国カヌーチームの事前
キャンプの状況とカヌー（スプリント）競技結果について

報第11号　令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第12号　恵那市の園小中学校のトピック（９月）について

報第13号　恵那市中央図書館月別利用状況

報第14号　中山道広重美術館月別観覧者数

報第15号　岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第16号　９月の行事予定について

令和３年度９月補正予算（案）に関する意見について

令和４年度教科用図書の議決について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

報第17号　運動会及び体育大会、研究発表会日程について

報第18号　７月分の後援申請について

報第19号　コロナ関連の報告事項

報第20号　定例会資料の提供について

第10回定例会 令和3年9月27日 議第19号

議第20号

議第21号

議第22号

議第23号

報告事項 報第１号 オクトーバー・ラン＆ウォークの実施について

報第２号 ８月豪雨に係る公共施設等の被害状況について

報第３号 令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第４号 恵那市の園小中学校のトピック（10月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 10月の行事予定について

報第９号 ８月の後援申請について

報第10号 コロナ関連の報告事項

第11回定例会 令和3年10月22日 報告事項 報第１号 令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について

報第２号 恵那市押印の見直しに伴う関係規則等の整備について

報第３号 令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第４号 恵那市の園小中学校のトピック（11月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 11月の行事予定について

報第９号 ９月の後援申請について

報第１０号 コロナ関連の報告事項

第12回定例会 令和3年11月26日 議第24号

報告事項 報第１号 恵那市教育委員会の委員の任命について

報第２号 令和２年度教育委員会点検・評価報告書について

報第３号 小中学校のコロナ対応を踏まえた学校運営について

報第４号
恵那市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正について

報第５号 キッズゾーン披露式典並びに横断幕及び横断旗の贈呈式について

報第６号
恵那スケート場イメージキャラクター「クリス」のＬＩＮＥスタンプの発売につ
いて

恵那市教育委員会安全衛生管理規程の一部を改正する規程について

令和３年度９月補正予算（案）に関する意見について

令和３年度１２月補正予算（案）に関する意見について

恵那市押印の見直しに伴う関係規則の整備に関する規則の制定について

令和２年度恵那市教育委員会事務事業別点検及び評価について

恵那市押印の見直しに伴う関係告示の整備に関する告示の制定について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

報第７号 オリンピアンによるスポーツ講演会及びかけっこ教室の開催について

報第８号 令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第９号 恵那市の園小中学校のトピック（１2月）について

報第10号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第11号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第12号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第13号 12月の行事予定について

報第14号 10月の後援申請について

報第15号 コロナ関連の報告事項

第13回定例会 令和3年12月23日 議第25号

議第26号

議第27号

報告事項 報第１号 工藤俊介選手によるテコンドー教室の開催及び学校訪問について

報第２号 成人式の開催について

報第３号 令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第４号 恵那市の園小中学校のトピック（１月）について

報第５号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第６号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第７号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第８号 １月の行事予定について

報第９号 11月の後援申請について

第１回定例会 令和4年1月28日 協議事項 協第１号 令和４年度『恵那市の教育』（案）の意見聴取について

協第２号  （仮）恵那市教員本拠地奨学金免除制度の意見聴取について

報告事項 報第１号 恵那南地区中学校の再編について

報第２号 恵那南地区中学校の遠隔交流事業の実施について

報第３号
恵那市延長保育事業の実施に関する要綱の全部を改正する要綱につ
いて

報第４号 恵那市延長保育事業補助金交付要綱の全部を改正する要綱について

報第５号 市内での新型コロナウイルスの感染状況について

報第６号 令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第７号 恵那市の園小中学校のトピック（２月）について

報第８号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第９号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第10号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第11号 ２月の行事予定について

報第12号 12月の後援申請について

恵那市学校事務職員の標準的な職務の内容の例及びその職務の遂行に関する要
綱の制定について

恵那市学校管理規則の一部を改正する規則について

恵那市市立小中学校共同学校事務室の組織及び運営に関する要綱の制定につ
いて
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

第２回定例会 令和4年2月21日 議第１号

議第２号

議第３号

協議事項 協第１号 令和４年度「恵那市の教育」（案）について

報告事項 報第１号 恵那市学校給食センター設置条例の一部改正について

報第２号 ＩＣＴを活用した新しい学びについて

報第３号 こども園及び中学校のトイレの洋式化について

報第４号 子育て支援の拡充について

報第５号 公共施設のオンライン予約システムの導入について

報第６号 中山道明治天皇大井行在所の駐車場整備について

報第７号 旧岩村振興事務所の活用について

報第８号 嚶鳴フォーラムin恵那2022について

報第９号 正家廃寺跡保存活用計画の策定について

報第10号 市内の山城群の魅力の発掘及び発信について

報第11号 市内での新型コロナウイルスの感染状況について

報第12号 令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第13号 恵那市の園小中学校のトピック（３月）について

報第14号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第15号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第16号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第17号 令和３年度教育委員会定例会等日程（案）について

報第18号 ３月の行事予定について

報第19号 １月分の後援申請について

第３回定例会 令和4年3月8日 議第４号

第４回定例会 令和4年3月24日 議第５号

議第６号

議第７号

議第８号

議第９号

議第10号

報告事項 報第１号 恵那市教育長の任命について

報第２号
恵那市岐阜県立恵那南高等学校生通学支援事業補助金交付要綱の
制定について

報第３号 恵那南高等学校への支援について

報第４号
恵那市認可外保育施設第３子以降保育料等補助金交付要綱の制定に
ついて

報第５号 こども園評価結果について

報第６号 ３歳未満児のこども園の育児休業中の継続利用について

恵那市地域スポーツ推進委員に関する要綱の一部を改正する要綱について

恵那市スポーツ推進委員の選任に関する要綱の一部を改正する要綱について

恵那市図書館規則の一部を改正する規則について

恵那市スポーツ施設管理規則の一部を改正する規則について

恵那市学校給食センター設置条例施行規則の一部を改正する規則について

恵那市認定生涯学習活動団体登録要綱の一部を改正する要綱について

恵那市立学校施設開放規則の一部を改正する規則について

令和４年度教職員の人事について

令和３年度３月補正予算（案）に関する意見について

令和４年度恵那市予算（案）に関する意見について
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委員会回数 議決年月日 議案番号 提　出　議　案　等

報第７号 ウクライナ情勢に係るポーランド共和国への支援について

報第８号 広重美術館の「フリーウエンズデー」の開設について

報第９号 中山道明治天皇大井行在所の活用報告について

報第10号 先人顕彰の取組について

報第11号 正家廃寺跡保存活用計画について

報第12号 令和３年度教育委員会重点目標の進捗状況について

報第13号 恵那市園小中学校のトピック（４月）について

報第14号 恵那市中央図書館月別利用状況

報第15号 中山道広重美術館月別観覧者数

報第16号 岐阜県クリスタルパーク恵那スケート場入場者数

報第17号 令和４年度恵那市教職員受入式について

報第18号 ４月の行事予定について

報第19号 ２月分の後援申請について
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４ 恵那市教育行政評価委員 

 

                          （敬称略／氏名五十音） 

役職名 氏   名 公 職 等 

委員長 林  達夫 有識者 

職務代理者 遠藤 茂樹 保護司 

委員 坪井 弥榮子 地域自治区会長会議代表 

委員 西尾 浩余 恵那市小中学校校長会会長 

委員 原   司 恵那市ＰＴＡ連合会代表 
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発行 恵那市教育委員会 
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電 話：（０５７３）２６－２１１１（内線）４６５ 
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